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1 はじめに 

音声認識技術は，これまでの多くは成人を

対象としたものであったが，現在では子供や

高齢者などの発話スタイルが成人と異なる人

を対象とした場合や[1]，また車内や会議室と

いった様々な環境下や場面を対象とした場合

など多様化し，使用される機会が増加してい

る．本論文で対象としている自閉症患者のよ

うに，日本には現在多くの発達障害を患った

人がいること，また近年の高齢化社会の問題

から，福祉分野における情報技術の発展が重

要である[2]．障害を患った人など，健常者と

は異なる人を対象とした研究への期待は大き

いといえる． 

自閉症とは，先天性の脳機能障害であり，

社会性や他者とのコミュニケーション能力に

困難が生じる発達障害の一種である．早期幼

児自閉症，小児自閉症，カナー自閉症などと

呼ばれ，日本には現在約３６万人の自閉症を

患った人がいる． 

そもそも自閉症は，現代医学では根本的な

原因を治療することは困難とされている．し

かし，病気において早期発見と早期治療が重

要とされているように，自閉症に対してもそ

の早期発見は非常に重要なテーマとなってい

る． 

本論文では，幼稚園児から小学校４年生ま

での自閉症児を対象に，その早期発見を目指

した音響的な側面による識別実験の結果に関

して報告する． 

具体的には，openEAR[3]を用いて自閉症児，

定型発達児の音声から 989 次元の特徴量を抽

出し，その特徴量に関して Forward selection 

method[4]により適切な特徴量を選択した後，

SVM（サポートベクターマシン）によって識

別を行う． 

2 openEAR 

本論文では，従来感情音声認識[5]などに用

いられていたツールキットである openEAR

によって抽出された音響特徴量を用いて，音

声識別実験を行う．openEARは音声ファイル

から 989 次元の音響特徴量を抽出することが

できる．しかし，抽出された次元が大きすぎ

ることによる計算時間の増加や，不必要な情

報が多く含まれていることなどの問題点があ

げられる． 

3 Forward selection method 

本論文では，２章で述べた次元過多の問題

点を解決するための手法として，Forward 

selection method を用いる． 

 

    Fig. 1 Forward selection method 

 

Fig. 1 において，まず Step1 として 989次元

ある特徴量から順に１次元ずつ取り出し，そ

の取り出された次元ごとに単一で識別精度を

算出する．本研究では識別器として SVM を

用いている．989 次元それぞれの識別精度を

算出した後，最も精度の高かった次元を取り

出す．この取り出した次元を仮に A次元とす

ると，Step2 では A 次元を取り除いた 988 次



元の特徴量の中から，それぞれ１次元ずつ取

り出し，A 次元と組み合わせた２次元で識別

精度を算出する．以上の工程を，StepN-1 に

おける識別精度より StepN の識別精度が劣る

まで継続する．これにより，openEARによっ

て抽出された特徴量から，自閉症児と定型発

達児の識別に最適な特徴量を選択する．本研

究では，Forward selection method における特

徴量選択は 10次元で収束した． 

4 実験 

4.1ベースライン 

本論文では，比較対象として，特徴量を

MFCC，識別器を SVM とした識別実験の結

果を述べる． 

  特徴量としてMFCC(12 次元)を用い，SVM

の学習には自閉症児１４人（１１２１単語），

定型発達児２０人（１１１４単語）を用い，

学習には用いていない自閉症児５人（４７１

単語），定型発達児５人（４６２単語）で識別

実験を行った． 

4.2提案手法 

 自閉症児，定型発達児それぞれから，

openEAR により音響特徴量を抽出し，4.1 節

で示した音声データと同条件の基，forward 

selection methodにより最適な特徴量を選択す

る．その後，forward selection method に用いて

いない自閉症児６人（４９８単語），定型発達

児８人（５４１単語）で識別実験を行った． 

4.3実験結果 

 

    Fig. 2 Classification results 

 

Fig. 2 はベースラインでの識別精度，提案

手法での識別精度を示している．図より，ベ

ースラインに比べて，提案手法による自閉症

児と定型発達児の識別精度の向上を確認する

ことができた． 

5 おわりに 

実験結果として，ベースラインとして設定

した MFCCによる識別精度が 61.1%，本論文

における提案手法での識別精度が 73.5%とい

う優れた結果を示すことができた． 

今後の課題として，更なる認識率の向上を

図るために，ランダムプロジェクション[6]と

Forward selection method の組み合わせによる

識別実験を行いたい．また multiple kernel 

learning[7]に基づく特徴量選択についても検

討する．さらには，openEARで抽出された特

徴量に関して，どのような特徴が自閉症児と

定型発達児の識別に効果的なのかを考察し，

今後のこの分野の研究発展に努めていきたい． 
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